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⾃⼰紹介
• 専⾨は教育⽅法学（学⼒研究）＝学校ですべきこと、できることについて原理的・実践的に探究（教育的価値論）
• 授業という営みへのこだわり＝ブルームの⽬標分類学と斎藤喜博の教育美学との間（教育技術論）
• 専⾨医であると同時に町医者でありたい＝授業改善を軸にした学校改善の取り組み（学校改⾰実践）
【主な著書】
� ⽯井英真『今求められる学⼒と学びとは―コンピテンシー・ベースのカリキュラムの光と影』⽇本標準、２０１５年。
� ⽯井英真『中教審「答申」を読み解く』⽇本標準、２０１７年。
� ⽯井英真『再増補版・現代アメリカにおける学⼒形成論の展開―スタンダードに基づくカリキュラムの設計』東信堂、2020年。
� ⽯井英真『授業づくりの深め⽅』ミネルヴァ書房、２０２０年。
� ⽯井英真『未来の学校―ポスト・コロナの公教育のリデザイン』⽇本標準、2020年。
� ⽯井英真監修・太⽥洋⼦・⼭下貴志編著『中学校「荒れ」克服１０の戦略−本丸は授業改⾰にあった！』学事出版、2015年。
� ⽯井英真編『⼩学校発 アクティブ・ラーニングを超える授業』⽇本標準、２０１７年。
� ⽯井英真編『アクティブ・ラーニングを超えていく「研究する」教師を育てる』⽇本標準、２０１７年。
� ⽯井英真編『授業改善８つのアクション』東洋館出版社、２０１８年。
� ⽯井英真・熊本⼤学教育学部附属⼩学校『粘り強くともに学ぶ⼦どもを育てる』明治図書、２０２０年。
• ⽯井英真「教師に求められる学びとは―教師による教師の成⻑のための実践研究」⼤阪府教育センター『⾼等学校における校内授業実践研究
進め⽅ガイドブック』２０２０年。（ http://wwwc.osaka-c.ed.jp/category/forteacher/pdf/kounaijyugyoujissenkennkyuu_ver_3_r2.pdf ）

• ⽯井英真監修・⻑瀬拓也・秋⼭貴俊編『ゼロから学べるオンライン学習』明治図書、2020年。
• ⽯井英真編『⼩学校 新教科書ここが変わった 算数』⽇本標準、2020年。
• ⽯井英真編著『流⾏に踊る⽇本の教育』東洋館出版社、2021年。
• ⽯井英真・鈴⽊秀幸編著『ヤマ場をおさえる学習評価（⼩学校編・中学校編）』図書⽂化、2021年。
• ⽯井英真監修・宍⼾寛昌・⻑瀬拓也編『失敗から学ぶ』東洋館出版社、2021年。
• ⽯井英真編著『⾼等学校 真正（ホンモノ）の学び 授業の深み（仮）』学事出版、近刊 など











「個別最適な学び」をめぐる論点
•個別化（量的差異・垂直的価値）／個性化（質的差異・⽔平的価値）

c. f. 中央教育審議会答申「『令和の⽇本型学校教育』の構築を⽬指して」にある「指導の個別化」と「学習の個性化」の対⽐は、教
えることと学ぶことという別の軸が付け加わっていて、本質的な論点が⾒えにくくなっている。

•⽬標の個別最適／⽅法の個別最適

•従属的主体（選ばされる）／⾃律的・⾃治的主体（選ぶ・⾒出す・決め
る）

•個⼈主義（⼈それぞれ・点）／公共社会（⾃⽴した個による対話と協働
とインクルーシブな空間・ネットワーク）／集団主義（みんなで⼀⻫
に・⾯）

点 ネットワーク ⾯



個別化 個性化
基本的な⽅向性 教育内容や学習進度や進級⽔準の能⼒に応じ

た多様化
「指導の個別化」（⼦どもの個性（適性）に
応じて学習⽅法の最適化を図ることで、教科
の学習内容の中で習得させたい知識・技能の
確実な定着をめざす）

ひとりひとり（individual）の内的なニーズや⾃発性に応
じた多様化
「学習の個性化」（⼦どもの興味・関⼼を⽣かしながら、
教科の⽬標に迫るような思考・判断や認識を深めたり、社
会の中で⾃⼰を活かせるような「⽣きる⼒」を⾼め、個性
を育てたりしようとする）

個⼈差の捉え⽅ 学習にかかる時間の差（量的差異） 興味・関⼼や学習スタイルなどの差（質的差異）
教育形態・シス
テムレベル

既存の内容パッケージの量や⽔準の違い
能⼒別学級編成（同⼀性）、⾃由進度学習

その⼦に応じた内容⾃体の組み換え
同年齢集団、異年齢集団等の多様な集団編成（複数性）、
⾃由テーマ学習

指導法レベル 学習進度や学習到達度に応じて個別指導を⾏
う

その⼦に応じて教授法や学習活動や表現⽅法を⼯夫する

評価とカリキュ
ラムのあり⽅

知能や学業成績等の⼀元的尺度
（量的に進める直線的）プログラム学習と⽬
標準拠評価

多重知能や個性（持ち味や強み）等の多元的尺度
（質的に深める多⾯的な）プロジェクト学習と個⼈内評価

発展学習の形態 早修（acceleration）（より早く進む） 拡充（enrichment）（より広く深く学ぶ）

学びの個別化と個性化
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⽂部科学省 Society 5.0 に向けた⼈材育成に係る⼤⾂懇談会 新たな時代を豊かに⽣きる⼒の育成に関する省内タ
スクフォース「Society 5.0 に向けた⼈材育成 〜 社会が変わる、学びが変わる 〜」（平成 30 年 6 ⽉ 5 ⽇）





脱「勉強」

脱学校？
卒学校？

ICT活⽤が卒
「学校」、
卒「教育」
につながっ
ているか？
中⾝をみる
と「勉強」
の時代に
戻ってはい
ないか？



内閣府 科学技術・イノ
ベーション推進事務局
『キックオフミーティング
の議論を踏まえた論点整理
〜「時間」の確保・再配分
について〜 （案） 』（総
合科学技術・イノベーショ
ン会議 教育・⼈材育成
ワーキング・グループ（第
１回） ２０２１/９/１
６）



改⾰に踊り、揺れる「授業」
⼆項対⽴の裏で進む⼿法主義

•「教え」から「学び」へ（教師主導から学習者主体へ）、さらには、
「授業」から「学び」へ（学校から合校へ）？

•「⼀⻫授業」から「学び合い」へ、さらには、「個別最適化された
学び」へ？ 「個別最適な学び」と「協働的な学び」の⼆項対⽴？

•ゆらぐ「授業」、進む⼿法主義（○○メソッドから○○アプリへ）

※「学び」の強調は「教えること」を照らし出し、個別化の強調は、
集団での学びの意味を照らし出す→「授業」が問われる。



「旧来型の授業」という語りで⾒落とさ
れているもの
• ⽇本の伝統的なよい授業のイメージである、クラス全体での創造的な⼀

⻫授業は、つまずきを⽣かしたりしつつ、⼀⼈⼀⼈の考えをつないだり
ゆさぶったりして思考を練り上げていく質の⾼さをめざしてはいるが、
⼦どものつぶやきにアシストされながら、教師が想定する流れや結論を
押し付ける授業になりがち。

• 新しい時代のよい授業とみなされがちな学び合いの授業は、学習者が主
⼈公の⽣き⽣きとした姿や、アイデアの創発をめざしてはいるが、学び
を深める指導もなく、学習のめあてと⼿順を⽰して⼦どもを動かすだけ
の授業になりがち。

• 「（演習問題を）解く、進める」ことに重きを置く塾的な勉強⽂化が学
校にも影響を与えるようになり、それが「理解する」ことや「考える」
ことだと⽣徒たちは誤認し、学校も「⽴ち⽌まり」や「回り道」という
理解や思考に誘う強みと矜持を⾒失ってはいないか。



授業をめぐる⼆項対⽴図式の落とし⽳
•どれだけ「学び」に光が当たっても、⼤⼈の責任を放棄しない限り
は、「教えること」に限らず、教師、あるいは⼦どもの学びと成⻑
を⽀援する他者の仕事はなくなりはしない。「授業から学びへ」と
いう⾔葉を使っていても、教育関係者であれば、教えることや教師
の仕事が完全になくなるという意味で使ってはいないだろう。「学
び」に光が当たることで、より縁の下の⼒持ちのような形で教師の
指導性は⾒えにくくなっていくが、しかし確かに存在はしている。
•そうした⾒えにくくなってしまう部分にもしっかり光を当てておか
ないと、特に教育⾔説が教育関係者の内輪だけでなく社会全体に開
かれたときに、⾔葉を⽂字通り受け取って、⼦どもに任せさえすれ
ば学べるんだ、教師はいらないのではないかといった誤解を⽣み、
それを⽂字通り実践するような取り組みや改⾰が⽣まれかねない。



図．「真正の学習」における教室の関係構造（出典：石井英真『現
代アメリカにおける学力形成論の展開―スタンダードに基づくカリ
キュラムの設計』東信堂、2011年、183頁。）
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① ②

※図②において、教師と学習者は、同じ対象を共有し、協同して活動している点で対等な関係にある。一方で、
図の位置関係が示すように、教師は、いわば先行研究者として、学習者の学習活動を見通し導きうる位置にあ
る。ゆえに教師は、学習者の対象世界との対話を深めるべく直接的な指導を行ったり、時には、教師自身も埋
め込まれている学習環境をデザインする間接的な指導性を発揮したりするのである。
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教材を介して教師と⼦ども、⼦ども同⼠が向かい合い、ともに教材に挑む共同注視の関
係性を、学びや活動への⼦どもたちと教師の共同責任の先に、授業や学校の学び超えを
• 教師の仕事は、その教科のうまみを得られる材を、できるだけ本物のナマのそれを考え抜
き（教材研究）、材と⼦どもたちとのいい出会いを組織し（導⼊）、⼦どもとともに横並
びでその材と対話し、時にはナナメの関係に⽴ちながら、うまみを感じられる⼊り⼝をさ
りげなく指さし続けることである（発問とゆさぶりによる展開の組織化）。さらに、「ま
だやめたくない」「じゃあ○○はどうなっているのかな」「⼤⼈たちがいろいろ⾔ってい
た○○ってそういうことだったのか」「これって授業で習ったことと関係あるんじゃない
か」といった具合に、授業の先に、⼦どもたちが、授業外、学校外の⽣活で引っかかりを
覚え、⽴ち⽌まり、学びや追究を始めるような、⽣活場⾯や⽣きることを豊かにしていく
ような、そんな⼦どもたちの姿を願い⽬指し続けることであろう（学ぶことへの導⼊とし
ての授業）。

• 教材を介して社会や⽂化のホンモノやその深みへと誘う、共同注視の関係性を軸にした、
触発的で媒介的な指導性こそ、AIでは実現しえない、⼦どもたちと⽇々⽣活を共にし、⼦
どもたちと学びや⽣活の物語を共有しうる教師の役割の強みである。それは、ICT活⽤に
おいて、伴⾛者的でコーチング的な教師の指導性として重視されるものであろう。

• 授業・単元が終わっても学びは終わらない。興味・関⼼の幅を広げ質を⾼めて、個性的な
学びを触発していく。さらに、授業外でも学校⽣活（総合や特活、あるいは、オンライン
のもう⼀つの教室も含む）を共にしながら、⼦どもたちの学びの空間を⾒守り⽀援するこ
と。c.f. ⽇記指導と⽣活綴⽅
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真正の学び（ authentic learning）とは？
• ドリブルやシュートの練習（ドリル）がうまいからといってバスケットの試合（ゲーム）で上⼿にプレイでき

るとは限らない。ゲームで活躍できるかどうかは、刻々と変化する試合の流れ（本物の状況）の中でチャンス
をものにできるかどうかにかかっており、そうした感覚や能⼒は実際にゲームする中で可視化され、育てられ
ていく。ところが、従来の学校において、⼦どもたちはドリルばかりして、ゲーム（学校外や将来の⽣活で遭
遇する本物の活動・学校の出⼝の先）を知らずに学校を去ることになってしまっている。教科の⼀番おいしい
プロセスを⼦どもたちにゆだねる「教科する（do a subject）」授業へ（質が⾼くてかつ、深くて重い学び）。

• 学校や塾などでの「勉強」は、⽂化を遊ばず、味わわずに、それを筋トレや選別の道具として使ってはいない
か（例：美味しい料理を味わわずに、早⾷い⼤⾷いを強いられているうちに、それが⾃⼰⽬的化してしまう）。
思考の体⼒づくりは⼤事だが、筋トレのための筋トレは、受験というゲームで勝ち抜くためだけの学⼒となり、
成⻑の伸び代をつぶすことになりかねない。⼤学への⼊⼝の個別選抜が出⼝の採⽤試験に近づく動きも。

• 「本物＝実⽤」ではない。「本物」とは、教育的に（時に嘘くさく）加⼯される前の、現実のリアルや⽂化の
厚みにふれることを意味する。⼈が⼈を変えるのではなく、現実世界や⽣活や⽂化が⼈を育てる。

• わかっているつもりは、現実世界の複雑さから、また、できているつもりは、その⽂化や領域の追究の厚みか
らゆさぶられることで、教科の知と学びは⾎が通ったものになっていく。学びのピークを⼈⽣のヤマ場に。

• 「学問のにおい、ホンモノのにおいのする授業」（⼦どもたちの⽬を学問の世界や現実の世の中へと開かせて
いく）、そうした⼈間的成⻑にもつながる⼈間臭くて質の⾼い学びをすべての⼦どもたちに保障したい。



知識の有意味
な使⽤と創造
（使える）

知識の意味理
解と洗練
（わかる）

知識の獲得と
定着

（知ってい
る・できる）

学力・学習の質と評価方法との対応関係

学習活動の性質評価基準の設定方法と評価
のタイミング

めざす学力・学習の質（教育目標の
認知レベル）の明確化

客観テスト
（例）多肢選択問題，空所補充問題，組み合わ
せ問題，単純な実技テストなど

知識表象や思考プロセスの表現に基づ
く評価
（例）描画法，概念地図法，感情曲線，
簡単な論述問題や⽂章題など

真正の⽂脈における活動や作品に基づ
く評価（狭義のパフォーマンス評価）
（例）情報過多の複雑な⽂章題，⼩論
⽂，レポート，作品制作・発表，パ
フォーマンス課題とルーブリックなど

評価方法の選択

表
現
に
基
づ
く
評
価

︵
広
義
の
パ
フ
/
0
マ
ン
ス
評

価
︶

（出典：石井英真「学力向上」篠原清昭編著『学校改善マネジメント』ミネルヴァ書房、2012年。）

重点単元ごとにパフォーマンス

課題を実施したり，学期末や学

年末に子どものノートを見直し

たりして，年間を通じて継続的

に，認識方法の熟達化の程度

を判断する。（「水準判断評価
（standard-referenced 
assessment）」）

単元末に，ペーパーテストなど

を実施し，個別の教科内容ごと

に，理解の深さ（知識同士のつ

ながり・自分とのつながり）と習

得の有無を点検する。（「項目点

検評価（domain-
referenced assessment）」）

素朴な全体か

ら洗練された全
体へと螺旋的

に展開し，「最

適解」や「納得

解」のみ存在す
るような学習

要素から全体

への積み上げ

として展開し，
「正解」が存在

するような学習
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「考える⼒を育てるかどうか」という問い⽅ではなく、「どのレベルの考える⼒を育てるのか」という発
想で考えていかねばならない。特に、内容の習得をめざす中での思考⼒と、学んだことをつなぎあわせて
⽂脈に対応して使われる思考⼒とのレベルの違いを認識しておく必要がある。

c. f. ブルームの⽬標分類学における、「適⽤（ application ）」（特定の解法を適⽤すればうまく解決
できる課題）と「総合（ synthesis）」（論⽂を書いたり、企画書をまとめたりと、これを使えばうま
くいくという明確な解法のない課題に対して、学んだ知識を総動員して取り組まねばらない課題）と
いう「問題解決」のレベルの違い。



GIGAスクール構想の先に学校の当たり前を問い直す視点
①：

• ICT活⽤、修得主義、個別最適化された学び、働き⽅改⾰、これらは「学校のスリム化」を招きがち。
学校の丸抱え体質は問題だが、捨ててはいけないものを⾒極める必要がある（⽣活の場としての学校、
成⻑につながる学びの保障）。

• 「オンライン学習」は、「授業」と「⾃学」の間の「遠隔学習⽀援機能」（クラウド上のもう⼀つの
教室）の増設問題として捉える。対⾯とオンラインの「多層的な教室」を前提とした授業や学校⽣活
と表現してもよい。教室での対⾯でのコミュニケーション（⼀つ⽬の教室）が難しくなっても、zoom
等を使えば顔も⾒ながらオンライン同時双⽅向でやり取りできる（⼆つ⽬の教室）、さらに、それが
落ちてしまったとしても、学校HPやGoogleクラスルームなどのオンラインのプラットフォーム（三
つ⽬の教室）があれば、課題のやり取りを通して、⽂通的、通信添削的なやり取りで学びを⽀援でき
るし、共同編集機能を使えば、顔は⾒えないけれど、リアルタイムで他の⼦どもたちとつながりなが
ら⼀緒に学んでいる感覚を持つこともできる。

• 単元や授業が終わっても、オンラインの教室があれば、さらに学びや追究を続けたい⼦どもたちでグ
ループを⽴ち上げて学び続けていくことができる。そして、時に教師も伴⾛しながら、オンラインの
もう⼀つの⽣活世界（健全な裏サイト）で⼦どもたちが⾃主的に学びを続け、そこでの追究から、授
業という対⾯の公共世界（教育的な舞台）で教師の指導の下で対話し深めていく問いや素材が⽣まれ
てくることもあるだろう。⼀⼈⼀⼈の⽇記や学級⽇誌の中から、クラスの課題が⽣まれてくるように。



GIGAスクール構想の先に学校の当たり前を問い直す視点
②：

• オンライン上の教室は、学校外のSNS上の私的なやり取りの場を、もっとパ
ブリックな形にしたものと考えることもでき、時にモラルを⽋いて傷つけあ
うことにもなってしまうネット上での私的なコミュニケーションのあり⽅を、
より成熟したものへと組み替えるための練習の場と捉えうる。
• オンラインでも教室に参加しているという状況は、「通学」や「不登校」の
観念も変えていくだろう。さらに、学校という場におけるフレックスな学習
の時間（ドリル的な勉強は授業というよりも寺⼦屋的にやれる）、家庭にお
ける⽀援付き⾃学（オンラインで仲間や学校や社会とつながりながら⾃由研
究や宿題に取り組む）というオプションを想定すると、⼦どもたちの⾃律的
で協働的な学びの時間を拡⼤する⼿⽴ても考えられるだろう。
• 「⼩さな修得主義」（知識・技能の習得を軸にした検定試験的なカリキュラ
ム）と「⾃習室」（個別化・早修・寺⼦屋的）の⽅向性か、「⼤きな修得主
義」（知識・技能を総合的に使いこなす挑戦的な課題を軸としたプロジェク
ト型のカリキュラム）と「⾃主ゼミ」（個性化・拡充・⼤学的）の⽅向性か。



教育課程の履修原理―履修主義と修得主義
履修主義・年齢主義 修得主義・課程主義

履修原理 履修主義：
所定の教育課程を、その能⼒（または⼼⾝の状
況）に応じて、⼀定年限の間、履修すればよい。

修得主義：
所定の課程を履修して、⽬標に関して⼀定の成果を
上げることが求められる。

進 級 （ 卒
業）原理

年数（年齢）主義（social promotion）：
卒業要件として⼀定年限の在学を要求し、
grade は、「在学年数（学年）」を意味する。

課程主義（merit promotion）：
卒業要件として⼀定の課程の修了を要求し、grade
は、「教材習得の段階（等級）」を意味する。原級
留置（留年）もありうる。

学校の中⼼
的な役割

社会性・⼈格の育成、全⾯発達（多元的価値）、
保護（ケア）・社会的包摂機能
共同体としての⽣活集団を軸とした機関

知識・技能の獲得、知的発達（⼀元的価値）、能⼒
向上・⽔準保障機能
機能的で学習集団を軸とした機関

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
論
上
の
⽴
場

義 務
教 育
制 度
成 ⽴
期

経験主義（⼦どものニーズに準拠）との親和性
⽅向⽬標と相対評価や個⼈内評価（構造化され
ていないカリキュラム）
同じ年齢集団で（個々の⼦どものニーズに合わ
せて異なる内容や進級基準もありうる）

系統主義（⽬標・内容に準拠）との親和性
到達⽬標と⽬標準拠評価（構造化されたカリキュラ
ム）
同じ内容を（内容の習熟度に合わせて異なる年齢の
⼦どもたちが集まることもありうる）

現代
系統主義の学⼒保障と平等化の側⾯との親和性 経験主義の個性尊重と⾃由化の側⾯との親和性



ICTで学びの質を追求するために①
最新テクノロジーで実装して、旧式の学習観に基づく教育（⼤⼈数の⼀⻫授業、⾏動
主義的で個⼈主義的で機械的なドリル学習）を展開することになっていないか。ほど
ほどのハイテク感がちょうどよい。ペダゴジー・ファースト、テクノロジー・セカン
ド（pedagogy first, technology second）をこそ実現すべき。

ICT活⽤については、仕事や作業の効率を上げるための便利さやスマートさを追求す
ることよりも、教育的価値を⾼める上では、フラット化を⽣かして、ホンモノの世界
や研究や活動のように、より複合的で、割り切れなさやノイズを含んだ学習や活動に
アクセスする機会を拡⼤する⽅向性で実装がなされる必要がある（真正の学び
（authentic learning）へ）。
ICTでカラフルでアクティブで⾒栄えのするプロジェクトは組織しやすく、真正性を
演出できる。「ハリボテ」（ホンモノっぽい活動）をまず作って、そこから学びの本
番が始まる（中⾝の吟味と質の追求につなげ、活⽤から習得に降りていく）。
→活動としての成功が学びとしての成功を意味するわけではない。活動の中に⼀⼈⼀
⼈の学びや成⻑を⾒取る教師や⼦どもに関わる⼤⼈たちの⽬の重要性。



表．学力・学習の質的レベルに対応した課題例、および適合的な教具とメディアの使用法
教具とメディアの使用法 国語 社会 数学 理科 英語

「知ってい

る ・ で き
る」レベル

問題集とドリルプリント
AIによる個別最適化学習のた

めのタブレット

漢字を読み書きする。

文章中の指示語の指
す内容を答える。

歴史上の人名や出来事
を答える。
地形図を読み取る。

図形の名称を答える。
計算問題を解く。

酸素、二酸化炭素など
の化学記号を答える。
計器の目盛りを読む。

単語を読み書きする。
文法事項を覚える。

定型的なやり取りをす
る。

「わかる」
レベル

教科書、黒板とノート、ホワ
イトボードとワークシート

電子化された教材パッケージ、
電子黒板、ノートやホワイト
ボードやワークシートとして
のタブレット

論説文の段落同士の

関係や主題を読み取
る。

物語文の登場人物の
心情をテクストの記
述から想像する。

扇状地に果樹園が多い
理由を説明する。

もし立法、行政、司法
の三権が分立していな
ければ、どのような問
題が起こるか予想する。

平行四辺形、台形、

ひし形などの相互関
係を図示する。

三平方の定理の適用
題を解き、その解き
方を説明する。

燃えているろうそくを

集気びんの中に入れる
と炎がどうなるか予想
し、そこで起こってい
る変化を絵で説明する。

教科書の本文で書かれ

ている内容を把握し訳
す。

設定された場面で、定
型的な表現などを使っ
て簡単な会話をする。

「使える」
レベル

史・資料、ホンモノの物や人
や文献

情報収集・分析・表現やコ
ミュニケーションのツールと
してのタブレット

特定の問題について

の意見の異なる文章
を読み比べ、それら
をふまえながら自分
の考えを論説文にま
とめる。そして、そ

れをグループで相互
に検討し合う。

歴史上の出来事につい

て、その経緯とさまざ
まな立場の声を紹介し、
その意味を論評する歴
史新聞を作成する。
ハンバーガー店の店長

になったつもりで、駅
前のどこに出店すべき
かを考えて、企画書に
まとめる。

ある年の年末ジャン

ボ宝くじの当せん金
と、1千万本当たりの
当せん本数をもとに、
この宝くじの当せん
金の期待値を求める。

教科書の問題の条件
をいろいろと変えて
発展的に問題をつく
り、追究の過程と結
果を数学新聞にまと

める。

クラスでバーベキュー

をするのに一斗缶をコ
ンロにして火を起こそ
うとしているが、うま
く燃え続けない。その
理由を考えて、燃え続

けるためにどうすれば
よいかを提案する。

まとまった英文を読ん

でポイントをつかみ、
それに関する意見を英
語で書いたり、クラス
メートとディスカッ
ションしたりする。

外国映画の一幕をグ
ループで分担して演じ、
発表会を行う。

※同じ機能が果たせるのであれば、より原初的な教具に戻して考えてみる。
テクノロジーを⽣かしたイノベーションというとき、効率性志向の既存の作業や⽣活のスマート化のみなら

ず、教科の専⾨性と結び付けて学びの質を⾼めたり、社会的活動と結び付けてフラット化や⺠主化につなげ
たりする視点も重要だろう。



ICTで学びの質を追求するために②
•「電⼦⿊板、タブレットといった機械が教師の指導や⼦どもの学習を
どうスマートに便利にできるのかということ以上に、デジタルメディ
アが世界や社会や仕事や⽣活のあり様や⼈々の発想にもたらしている
⾰命的な変化のリアル（可能性とリスクの両⾯）をどう⼦どもたちに
経験させるか、まさに学校の学習の真正性の追求という観点から考え
ることで、テクノロジーの活⽤は、効率性、個別性、私事性と結びつ
いた教育の機械化ではなく、学校の学習の⽂化性、共同性、公共性の
再構築につなげることもできるだろう。消費社会的でプライベートな
デジタル環境ではなく、職業⼈や専⾨家がアクセスしているような、
⼦どもたちの⽇常⽣活ではふれる機会の少ない、知的で⽂化的でパブ
リックなデジタル環境をこそ学校において保障し、デジタルメディア
とのより成熟した付き合い⽅を学ぶことが⼤切である」（⽯井英真
「『未来の学校』をどう構想するか―『⼤きな学校』と『⼩さな学
校』の狭間で―」『教育展望』717号、2020年、56⾴）。



⼀⼈⼀台端末を⽣かす視点
• 教師が授業で活⽤する教具としてよりも、学習者が⽇常的に学びにおいて活
⽤する⽂具としての意味。端末の先の膨⼤なデータやつながりにアクセスす
ることは、アカウントをもって⾃分のデータを管理する主体（デジタル市
⺠）となる第⼀歩であるし、教師を学び超えていく可能性を広げる⼀⽅で、
切れすぎる刃物のように、保護膜なくｗｅｂ上の社会にさらされることのリ
スクも考えておかねばならない。
→「⾃治」の指導（つながりや道具を⾃ら治めること）の重要性（教師によ
る指導的な管理を学習者による⾃⼰管理・⾃治へと発展的に解消させるよ
うな⾜場かけ）

• PCは、⽇常的には机の上で左上か右上の端を占める程度で、PC以外の⽂具
がおろそかにならないことが肝要。PCが机の真ん中に来る頻度は学校階梯や
教科・領域等によって異なる（状況に応じて⽂具をスイッチできることが⼤
事）。タブレットへのタッチペンでの書き込みは、⼊⼒はできても、聞き書
きなどは⼿描きのノートの意味があるし、逆に、まとまった⽂章を作成する
（思いや考えを綴れているとは限らない）のにタイピングでの⽂書作成は適
している。「書字」の発達的意味も問われる。PC上で⼿早く操作していても
思考が空転していないかを⾒極める必要性。
• 既存の集団やつながりから個を切り離し、関係をつなぎ変える可能性。



⼀⼈⼀台端末による授業の構造変容の促進へ
• ⽇本の、特に中等教育における、学校内外における⼀⽅的⼀⻫授業と宿
題（ともに個別主義・⾃⼒主義）の構造

• ICTが⼊ることで、教室での「教師と学習者の⼀対⼀の関係の束」（鵜飼
の構造）を強化する（⼀対⼀の机間指導の強化）か、逆に、学びを孤⽴
化させる（機械的ドリル学習の効率化）か、あるいは、鵜飼の構造を解
きほぐして学び合いを促し、教室の関係に横⽷を通せるか（練り上げ型
授業や協働的プロジェクトや個⼈作業の協同化の促進）。机間指導（⾒
て回る）よりも膝下指導（持ってくる）。机間指導に⼦どもたちも参加。
• ⼀対⼀の⼿厚い個⼈指導を理想化することの危うさ。

教師

⽣徒

教材

⽣徒
知識

⽣徒
⽣徒

⽣徒

⽣徒

教材作成者



教材パッケージを使いこなす視点
• AIドリルはあくまでドリル。「知っている・できる」レベルの学⼒は育っても、
「わかる」、さらには「使える」レベルの学⼒は保障できない。それは、ゲー
ム的な動機づけにより、低学⼒の⼦どもたちの学ぶ意欲に⽕をつけ、家庭学習
も含めた学習量の増加につながるかもしれない（c.f. 百マス計算と「⾒えない学⼒」論）。個⼈
指導塾の⾃習⽀援機能を代替するもの。しかし、特に年齢が上がるほど、でき
るようになったという動機づけでは限界がある。学びの中⾝やレリバンスを問
うことなくしては学びへの動機づけは成熟しないし、継続しない。そして、
ゲームせずにドリルばかりではバスケットのパフォーマンスも上がらないのと
同様に、教科の学びの質を追求することなくして、内容習得も保障されない。
• 探究的な学びを⽀援する、さまざまなPBLのプログラムは、⼀つ⼀つをイベン
ト的に提供するだけでは、探究が深まってはいかないし、最初は⽬新しくて⾷
いつく⽣徒たちも慣れてくるとモチベーションは下がる。点のプロジェクトを
線のストーリーとして深めていくような、学びの履歴に寄り添い、その視野の
外部を指さしたりしながら、⽣徒の学びからカリキュラムを紡いでいく、コー
チング的な縁の下の教師の指導性が重要となる。また、プログラムのコンテン
ツ以上に、それが学校外部のチューターとのナナメの関係や、現実社会のリア
ルな問題と格闘している当事者との協働関係（with ホンモノ）を構築すること
で、学校的価値観を相対化し、⼀⽪むける経験（パースペクティブ変容）の機
会が準備される（c.f. 脱エリート主義という探究的な学びの原点の確認）。



「主体的・対話的で深い学び」と
「個別最適な学び」をどう捉えるか①

• 量から質への重点移⾏としての「資質・能⼒」「主体的・対話的で深い学び」の追求。形式的平等か
ら公正（不利な⼦どもたちへの⼿厚さ）への重点移⾏としての「個別最適な学び」の追求。
※公正で質の⾼い学び（学びの質をすべての⼦どもたちに保障しそれぞれの幸福追求につなげる）

• 「材」を介してこそ⼦どもたちの間に対話や協働が⽣まれ、それを通じて、わかっていたつもりのこ
とがゆさぶられたり、考え⽅が広がったり理解が深まったりする。さらに、そうした認識の深まりの
先に、物事への興味・関⼼や世界に関わろうとする主体性が⽣まれ、⾃⼰のあり⽅の内省も促される
のである。
※授業づくりの不易の追求の先に「主体的・対話的で深い学び」は実現する。

• 教科学習としての質を追求することとアクティブ・ラーニングは対⽴的に捉えられがちだが、教科本
来の魅⼒の追求の先に結果としてアクティブになる。教師主導は教師を忖度する授業に、学習者主体
は教材に向き合わない授業になりがちである。教師主導でも学習者主体でも、⼦どもを引き込み、成
⻑を保障する授業は、教材を介して教師と⼦ども、⼦ども同⼠が向かい合い、ともに教材に挑む関係
性になっているものである（⼦どもの成⻑を追究するとこうならざるを得ない地点）。
※学習形態にフレックスさのある練り上げ、学習課題の質とゆさぶりを伴った学び合い



「主体的・対話的で深い学び」と
「個別最適な学び」をどう捉えるか②

• ビッグデータから学ぶAIを⽣かしたICT×社会におけるニーズの多様化
→⼀⼈⼀⼈に応じた「快適な教育」と「学習歴社会」への志向性（授業時間数≠

学習時間数）。
→本来的に個性的な⼦どもたちの多様な背景をふまえながら（⼿段としての個別

化）、それぞれの⽣き⽅やつながりの幅を広げ、視座を上げ、関⼼・問題意
識・志を育てて、より知的で⽂化的で公共的な個性へと誘う（⽬的としての個
性化）。

→授業外、学校外において拡⼤する多様な学習の場を利⽤して⾃習できるよう
（狭い意味での⾃律的学習者）、活動に参加しながら⾃らの⼈⽣を紡いでいけ
るよう（広い意味での⾃律的学習者）、学校から巣⽴たせること。

※「個別最適な学び」＝⼀⼈⼀⼈を⼤事にする⽀援
×⾃律的な⽣涯学習者につなぐ仕掛けづくり×ICT活⽤



「授業」論と「受業（⾃学）」論のあいだ（持続可能
で仕事の⼿ごたえを⼿放さない授業像の均衡点を探
る）①

●オンライン学習やICT活⽤において、働き⽅改⾰において、授業像が問われている。
• 「授業」論は、コミュニケーション過程が前景化（指導⾔と学級づくりと教師、⼈の⽐重

が⼤きい）
＝掛け図的画⼀的注⼊（教え込み）と創造的な⼀⻫授業（練り上げ）の間（問答が触媒）

• 「受業」論は、課題遂⾏過程が前景化（課題設計と学習形態と評価、システムの⽐重が⼤
きい）
＝⼿習い的⾃学（個別化）と学び合い（個性化・協働化）の間（プロジェクトが触媒）

●「学ぶ」とは、⼦どもと世界との個⼈的、あるいは、協働的な対話の過程であって、「授
業」は、その対話的な相互作⽤を組織化しながら、⼦どもたちを⽂化の世界へと⼿ほどき
する営みである。

まず既存の「授業」像ありきでなく、⾃学⾃習の組織化という筋で、学習⽀援としての
「受業」からはじめて「授業」として⾁付けし直してみる。等級制から合級（複式学級）
を経て学年学級の成⽴へ、掛け図（注⼊）と⾃学（⾃⼒）から教授・学習過程としての授
業へという歴史を、発⽣的にたどり直し、授業を捉え直してみる。



「授業」論と「受業（⾃学）」論のあいだ（持続可能
で仕事の⼿ごたえを⼿放さない授業像の均衡点を探
る）②

⾃学論的なフレックスな学びの空間と時間の余地を組み込んだ単元設計の類型
（１）⼀⻫授業（教え込み）＋フレックス（⾃習）+活⽤（適⽤）問題→教わって、⾃習して、

適⽤する授業（基礎と応⽤の段階論：⾃分で勉強する⼒：「知っている・できる」レベ
ル中⼼）

（２）⼀⻫授業（練り上げ）+フレックス（学び合い）+活⽤（総合）問題→わかって、学び
合って、総合する授業（学び直し深める：「わかる」レベル中⼼）

（３）共有された⼤きな問いや課題（学びの舞台）×⼀⻫授業（練り上げと協働）×フレック
ス（⾃主トレや⾃主ゼミ）→真正でインクルーシブな教科の学び（応⽤から基礎に降り
ていく：⽣活がゆさぶられ世界が広がる＝「使える」レベル中⼼）

（４）各⼈の探究したい問い（学び続けへの⼊⼝）×ゼミナール（対話と問答）×フレックス
（⾃主トレや⾃主ゼミ）→真正でインクルーシブな教科横断的な学び（切実な論点を⾃
律的に追究する：⾃⼰のこだわりや軸や⽴場が形成される＝メタ認知システム中⼼）



真正でインクルーシブな学びへ
• ⼩説のあらすじをつかみ、内容や⽂体等に着⽬して分析できることを⽬標にして、⼩説の書評を
書くという共通課題を設定したとして、対象とする書物の厚みや難度や語彙が⼦どもによって
違ってもよいし、同じ空間でみんな同じ形態でではなく、⼀⼈で取り組んでもペアで取り組んで
もグループで取り組んでもよいし、必ずしも机で学ばなくても教室を⾶び出してもよいという具
合に、概念や課題は共通化しつつも、扱う個別の知識・技能や学習スタイルには⾃由度を持たせ、
学びを個性化することが⼯夫されてよい。むしろ、真正の課題は、学校外の⽣活や仕事場や市⺠
活動のつながりや空間を模写するものであり、学校的に規律化された⼀⻫授業とは異なる場や関
係性やルールを呼び込みうるし、そのように設計するとよい。

• 体育や美術などの技能教科で、あるいは、総合学習や特別活動や部活動において、みんなでゲー
ム（試合や⼤きな学習課題）に取り組みながらも、必要に応じてゲームから離れて、各⾃で、あ
るいはペアやグループで学び合いながら、⾃分のペースとレベルに合わせてドリル（個別の技能
の練習）に取り組んで、またゲームに戻るという形は⾃然だろう。少し⻑い期間をかけて取り組
む、試⾏錯誤の余地のある⼤きな課題を軸にしたプロジェクトのような形で、単元レベルで⼤き
な⽬標を共有することで、個性的で⾃由度の⾼い学びと⾃主ゼミ的な⾃然な協働が⽣まれる。

• 個別の知識・技能の習得状況を、当該単元を超えて⼀⼈⼀⼈について、継続的に⾒守りサポート
する際に、ポートフォリオや個別最適化の学習アプリ等を活⽤することは有効である。少⼈数指
導という場合、基礎・基本の確実な定着を主たる⽬的として、教師が⼿厚く指導するというモデ
ルは限界がある。むしろ、プロジェクト的な⼤きな課題や問いを軸にした単元をデザインし、そ
こに協働で取り組み考え抜く経験を組織することを通して、より多くの⼦どもたちへの基礎・基
本の保障を促し、フレックスな時間では、⼦どもたち同⼠の学び合いはもちろん、学⽣ボラン
ティアなどの外部の⼈的リソースも柔軟に活⽤することが有効だろう。



伝統的な⼀⻫授業（同調主義） 真正でインクルーシブな学び（個性と協働性） 個別化された⾃由な学び（⾃⼒主義）
履修主義の強調。 履修主義を弾⼒化して学習権保障の観点から修得主義を位置

づける。
修得主義への⼀元化。

学習の画⼀化（標準化の中の共通性）。
みんなが同じ内容について同じように学習を進める、
平等主義的⼀⻫学習。
⽬標の共通化と画⼀化。

学びの個性化と協同化（多元的個性）。
場や学習課題を同じくしながら個性を尊重する指導の個性化
（differentiation）。
⽬標の共通化と個性化。

学びの個別化（標準化の中の学習適性）。
能⼒別クラス編成、場を必ずしも共有しない⾃由進
度学習。
⽬標の個別化と序列化。

⼀⻫学習と知識内容の系統カリキュラム。
学年の縛りと処遇の画⼀性。
カリキュラムの硬直的規制。

プロジェクト学習と概念のスパイラル・カリキュラム。
異学年で同じ概念を拡充的に学ぶことも可能。
カリキュラムの質的弾⼒化。

プログラム学習と⾏動⽬標の直線的系列。
無学年制は早修とのみ結びつく。
カリキュラムの量的規制緩和。

教えられなければ学べない。
⼦どもにゆだねたり待ったりできずに、⼀⽅的に教え
てしまい、⾃ら学んでいく⼒や意欲を萎えさせる。吹
きこぼれ問題と落ちこぼし問題を抱える。

授業とは学びへの導⼊である。
つまづきの根本は意味のつまずき、⼈が教えることでその⾶
躍を埋めるために授業があり、わかることで⼀⼈で解いてい
ける、考えていける。

⾃習する⼒を前提としがちである。
その⼦に合わせてできるものを提⽰していると、吹
きこぼれ問題は解決できても、できない⼦は底でつ
まり差は開く。

同調圧⼒で画⼀化され個々⼈が尊重されない集団主義
的な関係性。
管理主義や排外主義と結びつきやすい。
学級経営や⽣活指導などにおける管理的役割を含んだ
公僕的教師。学校の閉鎖性。
学校の肥⼤化と閉鎖的な学校⽂化（教育臭さ）。

⼀⼈⼀⼈のかけがえのなさが尊重される共⽣空間と、異質性
を含んだ共同体的な関係性。
⺠主主義と社会的連帯につながりうる。
学習指導を軸に⼈の成⻑に関わる専⾨家としての教師の専⾨
職性の尊重。社会への参画と連帯に開かれた学校。
学校のシンプル化と⼈間臭い教育。

⼀元的な尺度で序列化される空間と、均質的で機能
体的な関係性。
競争主義や社会的分断と結びつきやすい。
学習指導における教師のチューター化。AIへの代替
や⺠間への外注。
学校のスリム化とスマートな教育。

表．履修主義と修得主義の⼆項対⽴を超える学びとカリキュラムのヴィジョン（知育の協働化と徳育の個性化）



「変化の激しい時代」に⼤事にしたいこと
• 「変化が激しくて不確実性が⾼い」という⾔葉で思考停⽌して、未来
を⾒通そうとする努⼒を⼤⼈はやめてはいけない。不確実性が⾼くて
も、視野を広げて視座を上げれば、少し先は⾒通せるし、変化のベク
トルは読み解ける。社会への関⼼とその変化を楽しむ⼼持ち、何かを
⽣み出し変えていく⾯⽩さを育てることが重要。
• 変化やイノベーションの核⼼は、メタに抽象化する思考であり、断⽚
化せずに境界を超えてつながりを⾒出すことが重要（⼀⾒つながりが
なさそうなことにも何らかのつながりは⾒いだせる）。
• 快適な⽣活、快適な学びに向かいがちなスマート社会においてこそ、
ノイズや割り切れなさと出会い、既存の視野や価値観の外部と向き合
う、痛みや不快さも伴った学びが重要（脱分断と⼈間的成熟）。
• 材に他者とともに向き合い、「考える」を超えて、問いと答えの間を
⻑くしながら「考え抜く」姿、教師や学校外の先達などとのタテ・ヨ
コ・ナナメの関係を通して、⾃分の中に背伸びを促す伴⾛者を育て、
学校や⼤⼈たちを「学び超え」ていく姿（能動的な学習者を超えて、
真に主体的な、⾃律的・⾃治的な学習者へ）。


